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● 主催事務局：留守電 ＆ FAX ０３-３９５２-１１２１ 吉田 政高　大谷 喜一郎　海賀 信好

〒165-0023　東京都中野区江原町２－２４－７　　http://www.npo-gs21.org/

第１2回セミナー「みんなの水道」のご案内

共催（一社）日本水道工業団体連合会
（日本水道協会・全水道会館 水情報センター後援）

日時

場所
平成30年６月１4日（木）１３：3０～１７：００（13：00受付開始）

ふり　 がな

連絡先住所

電話、E-メール

氏　名（所属）

電話　　（　　　　　　　　　　　） E-メール　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　）〒

事務局：留守電& FAX ０３－３９５２－１１２１第12回セミナー「みんなの水道」参加申込書

● 共同開催者側挨拶
（一社）日本水道工業団体連合会 専務理事 仁　井　正　夫
NPO法人グリーンサイエンス21 理 事 長 坂　本　弘　道

申し込み❶

定　員❷

下掲の参加申込書にてFAXで送付、参加費は郵便振替にてお支払い下さい。
HPからメールでも申し込めます。
（口座番号00170－7－615432、特定非営利活動法人グリーンサイエンス21）
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参加費❸ 一 般 3,000円、（GS21 会員）1,000円

●

明治大学　顧問、名誉教授（工学博士）
明治大学校友会　会長　向殿　政男　氏  
水道関係者にも興味をもって頂くように、ものづくりの安全を中心にお話をさせて頂きます。
私は、ファジィ理論や情報教育とともに、安全を専門にしており、安全を技術的な側面(自然科
学)だけでなく、人間的な側面(人文科学)、及び規則、法律、マネジメントシステム等の組織的
側面(社会学)から、領域横断的に、多面的に、総合的に考えなければならないという「安全学」
を提案しています。今回は、安全学の視点から、自然の摂理と安全の関係を考えてみたいと
思います。

講演2．「水環境における森林の役割」

筑波大学　生命環境系　教授　恩田　裕一　氏
筑波大学アイソトープ環境動態研究センター　センター長
水循環において森林の存在は水を涵養するという側面が強調されるが，必ずしもそうで
ないことがわかってきている。森林における水のロスは思いのほか多く，樹冠遮断，蒸
発散，林床面蒸発散量および表面流の発生が最小となる森林が,水資源効率を最大化する
ということがわかってきた。ここでは、最新の実測による研究成果を報告する。

●講演１．「自然から学ぶ安全、安心」


